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PL／1による高速データ検索のために

一 REGIONAL（2）データセツトの使用一

大石範子＊，廣田安夫＊

1．はじめに

　ある地域一般庄民の15年間にわたる長期追跡調査データを，データベースとして作成した．この

多量のデータから，必要な情報を，即座にとり出し，高度な研究利用に役立てようとしているが，

順編成のデータセットでは，　必要なレコードを取り出す際には，データセットの先頭から順

に，そのレコードに達するまで，アクセスしなければならない．その時間は，レコード数が多くなれ

ば，無視できない．

　そこで，我々は，他の編成法の1つである直接編成を試用した．直接編成のデータセットは，キー

や区域番号をつかって1度のアクセスで，望むレコードをとり出せるという特徴をもつ．OSW／F4
P、／、では，この編成をREGI。NAL編成という！）この編成法の使用1，より，データの検索噸す

る時間は，かなり縮小された．現在，まだ，センター配布の「利用の手引」には，この直接編成デー

タセットの作成法などに関する情報が，記載されていないので，我々と同様に，多量データの検索を

行なう方々の参考になればと思い，ここに概要を説明する．

2　方　　法
　OSIV／F4　PL／1のREGIONAL編成には，　REGIONAL（1），　REGIONAL（2），　REGIONAL（3）
の3種の編成があ己）

　REGIONAL編成ではデータは連続して番号づけられた区域に分割されるが，各区域は㎜10N肌

（1），（2）編成では1個のレコードを，REGIONAL（3）編成では，1個以上のレコードを含む．

REGIONAL（1）では区域番号を指定して直接アクセスする．　REGIONAU2），（3）のレコードは，キ

ー をもち，ユーザーは，転送文に区域番号とキーを共に指定してそのレコードを直接アクセスする・
それぞれ長短があり，用途によって使いわ｛ナられるり

　ここでは，我々は，キーを用いて直接アクセスでき，1区域に1レコードを含むREGIONAU2）

を使用した．

2．1　REGIONAL（2）データセットの作成法

2・1．1　原始キーの指定

レコードは図、のような原始キーをもっP原始キーはレコードキー，区域番号から成る．これらは，

レコードの直前に置かれる（ただし，埋めこまれたキーでなく，レコード長はキー長を含まない）．

区域番号はレコードの位置をきめるために，レコードキーは，レコードを判別するために使われる．

＊九州歯科大学内科
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同じレコードキーをもつ複数個のレコードをかきこむと後のアクセスで，取り出せなくなるので，注
意が必要である1）

レコードキー（最大255文字）　　　　区域番号（8文字）

DD文のKEYLENサブパラメー　　　　　1677215以下の10進整数
タで指定した長さをもつ．

図1．

　転送文に指定される原始キーは，右側の8文字を区域番号として，左側の（DD文で指定されている

キー長だけの）文字をレコードキーと解釈する．区域番号は1677215以下の10進整数でなければ

ならない．先行する空白はゼロとみなされる．区域番号のなかに埋めこまれた空白があれば，最初の

空白が区域番号を終了させる．原始キーは，指定されているキー長より短かければ，右側に，空白が

付加される．原始キーの解釈の例を下に示す．

　例題2．1

　　　KEY（▼120400000001▼）

　　　　　　　　　　　DD文でKEYLEN＝4と指定した場合

　　　　　　　　　　　　　レコードキー　　1204

　　　　　　　　　　　　　区域番号　　　　00000001

2．1．2　作成プログラム

・SWF4　Pレ・では，直纐成のデータセ。トの作成法は次のようなものであるD

　Pレ’1プログラムは，実行時ごとに異なるデータセットを処理できるように，ファイルと称するデ

ー タセットの記号表現を用いる．実行時に，ファイルを特定のデータセットと対応づけるのは，ジョ

ブ制御言語のDD文で指定する．ファイルは，種々のファイル属性を指定したDECLARE文で，宣言

する．

　REGIONAL（2）データセットの作成は，　DIRECT　OUTPUTファイルを用いて作成する．
（sEQUENT、AL。UTPuTファイ、レを用、・ても作成できる）Dフ。イル作成時のポイントは，次

の通りである．

①WRITE文に区域番号とレコードキーを共に指定する．

②　DD文の指定

　D　UN　I　T又は，　VOI、UMEパラメータは，直接アクセス記憶装置を指定せねばならない．

　iD　DCBパラメタにKEYLENオプションで，キー長を指定せねばならない．

　m）RECFM・＝Fでなければならない．

㍑大襟汽機6陥ター広報　　　一24・一
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③DECLARE文
　DFILE属性は，　RECORD　OUTPUT　DIRECT　UNBUFFERED　KEYEDの属性が必要

である．

‖）ENVIRONMENT属性に，　REGIONAL（2）を指定する．

例題22　KEYLEN＝3の直接編成ファイルTESTを作成する・

O制御文

　　／／　　　EXEC　PLIXCG，SYSOUT＝R

　　／／PI、1．SYSIN　DD　　＊

ソースプログラム

／／GO．　SYSIN　DD　　＊

／／TEST　DD　DSN＝F1234．　TEST，DATA，DISP＝（N］EW，CATI」G），UNIT・＝PUB，

／／　　　　　　　SPACE＝（TRK，10），DCB＝（1」RECL＝60，RECF］』4＝・F，

／／　　　　　　　DSORG＝DA，KEYLEN＝3）

〃

○プログラム

＊●　Sζ工」弐CE　SτAτピHεNT　LlSτ1NG　●令

　　、丁笥丁

　　　　1　　　　　1ξST1　；　PROO　OPτ10ト」S《HAlN）　；　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　00000040

　　　　こ　　　　　　　　　　　　DCL　TεST　FILE　RECORO　OUTPOτ　OIRCCI　UN8UFFERεO　｝くE∀EO　　　　　　　　　OOOOOO50

　　　　　　　　　　　　　　EN∀《RεGIONAU2）D．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　00000060
　　　　　　　　　　　　　　1NDAτA　　　　　　　　　　　　　　　　C卜8AR《60，　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　00000070

　　　　　　　　　　　　　　1S《EYば　　　　　　　　　　　　　　二HAR‘6）　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　OOOi）00bO

　　　　　　　　　　　　　　VAR式EV　　　　　　　　　　C““3」．　　　　　　　　　　　　　　　　00000090
　　　　　　　　　　　　　　】【　　　　　　　　　　　　　　　　　FIXε0‘3｝　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　00000100

　　　　　　　　　　　　　　1S4ヒ∀　　　　　　　　　鋼AR《11，；　　　　　　　　　　　　　　脇COCも110
　　　　3　　　　　　　　　　　　0Pε“5　FIしE‘1ヒSTハ　：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　00000120

　　　　4　　　　　　　　　　　　0N　εNDFILE‘S∀SIN，　ら0　了0　0HARI　；　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　000CO125

　　　　‘三　　　　　　　1＝C；　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　00000130
　　　　6　　　　　　ペヒ三）1　工　GεI　SIく、1ρ　E↓）IT41NJAYAD4At60，D　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　心00CC140

　　　　7　　　　　　　　1＝1d；　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　OOOO”50
　　　　　　　　　　　　1S民、三YH＝1　；　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　000001了0

　　　　9　　　　　　　　　　　　　∀A↓｛4EY＝～U8SτR‘15AEY対●4，3）　；　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　OCOCO1δC

　　　］L’｝　　　　　　　　　　　　　　1s氏ヒY＝・　●　　；　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ji）oo3105

　　　11　　　　　　　　　　　　　SU3～τX‘」S式C∀91，3DエVARKEY　；　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　00000190

　　　▲こ　　　　　　　　　　5uesτR‘1SKEψ，9，3D＝VARKεY　；　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ix｝OGO～O」
　　　1λ　　　　　　　　　　　　㎏RITE　FILE‘τ£ST⊃　F民O筒《INOA1A，　ぺ】γFXL片《1］～4こ▼D　；　　　　　　　　　　　　　　OCOCO210

　　　1≒　　　　　　　　GOτΩRに01；　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　OOOOO220
　　　1！～　　　　　0㎡ARI　3　0L［｝SE　FIしE｛TESτ｝　；　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　OOOCO230

　　　1£　　　　　　　　　　　　EN）　τ三～1r1　；　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　000CO240

注）SPACEは，充分な領域を計算し指定する．また，作成時には，実レコードの他は，指定領域の

　すべてにダミーレコードがかきこまれる関係でSYSTEMのEXCP回数の制限値を越えるおそれが

一
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ある（ERROR　CODE＝SE22）ので，　JOBクラスを考慮した方がよい．

2．2　REG　I　ONAU2）データセットのアクセス法

　ファイルアクセス時のポイントは次のようなものである．
①READ文のKEYオプシ。ン｝，レコードキーを指定する2）

②DD文は，2．1・2において，　SPACEパラメタを取り除き，　DISP＝OLDと変えること以外は

　2．1．2と同様．

③DECLARE文には，　RECORD　INPUT　UNBUFFERED　DIRECT　KEYEDの属性を指定．

　ENVIRONMENT属性は，2．1．2と同じくREGIONAL（2）を指定．

例題2．3　例題2．2で作成したファイルをアクセスする．

○制御文

　　／／　　　］EXEC　PLIXCG，SYSOUT＝R

　　／／PLI．SYSIN　DD　　＊

／／GO．　SYSIN　DD　　　＊

／／TEST　DD　DSN＝F1234．　TEST．　DATA，DISP＝OI、D，UNIT＝PUB，

／／　　　　　　　　DCB・＝（LRECI、＝・60，RECFM＝F，DSORG・＝DA，KEYLEN＝＝3）

〃

○プログラム

■■　SOUR二∈　SτA了……P●εN「l　LIS了1NG　■■

S了1●T

　　l　　　　TピSτ2　8　PROC　OPτ10NS4円AIN⊃　8　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0CCOOC40

　Z　　　　　　　　　　DCし　IES47　FILε　RεCORD　INρUT　OIRεCτ　JN8UFF£RεO氏εYεO　　　　　　　　　OOOOOO50
　　　　　　　　　　　　εN》‘REG竃ONAL42⊃D　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　OOOOOO60
　　　　　　　　　　　　1NOA了A　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　CH直R‘60⊃　●　　　　　　　　　　　　　　　　0000001「0

　　　　　　　　　　　　1S民εY　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　CH《R‘3ハ　；　　　　　　　　　　　　　　　　　00000080
　3　　　　　　　　　　　　　0PεN　FILε《τε》1D　；　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　00000100

　4　　　　　　　　　　　　1SKEYエ・　　3・　；　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　00000110

　5　　　　　　　　　　　RεAO　断1Lε‘了ESτ，　1NTO41NOκ「AD　氏E∀‘IS民εYハ　；　　　　　　　　　　　　　　　　　00000120
　6　　　　　　　　　　　　PUτ　ε01T《．0A了A＝・●1刈〕AτA）‘SIq　P・A．A　D　8　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　00000130

　7　　　　　　　　　　　　0LOSε　FlLε‘τεS了》　；　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　00000140

　　農　　　　　　　　　　　　εNO　了E三～TZ　；　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　OOOOO　150

a　使用例
　実際に，既に順編成のデータセットであったものにキーを加え，直接編成のデータセットを作成し

両方のアクセス時間の比較を行なった．図2に，使用したデータセットの構造とアクセスすべきレコ

ー ドを示す．これは，S36年～S49年までのある町での検診結果の入ったデータセットであり，こ

ぱ大管驚鷲機6陥ター広報　　　一242一
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REC　N（1　 検査内容
　　　1

　　　｜

　　　1

　　　1
　　　｜

　　　1
　　　1

1763
　　　1

　　　l

　　　l
　　　l
　　　｜

　　　1

S36年

　l　　　　　　　　　　　　　　　　l　　l

川　　、　　　　　　l　l

S37年
　　1

　　1

　　1

　　1

　　l

S49年

図2．　CASE　NQ＝1の被検者の検査結果zzzaをアクセスする

卜：E”ド　1ト｛CRSE　「寸0．　1　：　f…4

　　！：：自三£　討口．　＝　　　　　ε4　　　◆◆◆　　　　　　　　　N白「寸E　　　　　　　　　　　C　HRLE　｝◆◆◆　　　一一　PEFID　－－

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　DEFiTH　P■TE　　　　S．4呂．蘭∋．〔11．

D口　YOu　“EED　印」TOPS：Y　F1EP口PT　■　べYES　口R　H口）　3　H口

F口LLObj－UP　？　〈YεS　口費　卜↓0）　；　ヤ’E’S

DO　Y口U　NEED　F口LL口1♪j　UP　ITE囲S　TRBLE　？　疋：YES　i］R　r｛口：）　：　H口

H口IJ　「鴨白HY　ITEHS　D口　V口U　NEE工1　’？　3　己

KEY　lr｛　ITE「鴨　N口．　3　4，5

菖霊；411±ミ…151＞アクセスに要した時間22．01秒

　　FOLL［畑一UP　I旧TR　亡：RS：E　PO．　＝　　　　　毫i．4

　　　　　　　　　　　　　　　　◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆●◆◆噺◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆

　　　　　　　　　　　　　　　　◆　　　　　　　　NR門ε　　　　　　　　　　ベ　ト1：：‘　◆

　　　　　　　　　　　　　　　　◆◆◆◆◆●・◆◆◆◆◆◆◆◆ψ●，◆◆●◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Fl’：LLOI具l　Up

　　ITEト1　　　　　S3そ…　　S37　　Slヨ8　　：S：…1’∋　　IS4⑪　　S41　　：S4己　　：S43　　S45∈』　：S：48　　S41ヨ

　エlF｛TE　　　　　　　4’忠8　　　　．　4べξ…5　　　　．　4ゴ三7　5／16　6べOlヨ　5メ　　　三／己1　5／14　　　　．

　RGE　　　　　　　　　64　　　　．　　　66　　　　．　　　6■　　　6’…≧　　アo　　　　一　　　ひ4　　　アε　　　　．

　1」尼1后HT　　　　　　　5三　　　　．　　　5已　　　　．　　　5ヨ　　　5已　　　4守　　　5已　　　5⑰　　　49　　　　．

　　　SBP1　　　　　140　　　　．　　ε〔虐　　　　．　　1呂4　　1宕：ヨ　　1：ヨ0　　己⑪⑪　　己〔唱　　15斗　　　　．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　HO　ITE門

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　H：］T　E：κRl雪IHEB

図3．　順データセットをアクセスした場合
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れを利用してある被検者の検診年ごとの結果を追跡しようとするものである．このアクセスを行う際

に・順編成データセットでは，図3に示すように，約22秒のアクセス時間を必要としたのに対し，

直接編成データセットでは，図4に示すように・約0．8秒を要したにすぎなかった．

訂㌣17認莞藍77＞アクセスに要した時間α77秒

　F口LL口hl－UP　DRT自　C自εE　H口．　8　　　　　64

　　　　　　　　　　◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆

　　　　　　　　　　◆　　　　　　NRHE　　　　　　　（ト1：）◆
　　　　　　　　　　◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆

　　　　　　　　　　　　　　　　　F口：＿LO阯　UP

　lTE回　　　　　　S：36　　S3ア　　331ヨ　　S：3「ヨ　　S40　　：S41　　：S4置　　S43　　：S45ら　S4呂　　S49

D自τE　　　　　　　4〆己8　　　　．　4ざ言5　　　　．　4ノこi7　5〆16　后ゴ0£1　5／　　　已ゴ己1　5ゴ14　　　　．

角（三E　　　　　　　64　　　．　　ら6　　　．　　ら■　　69　　70　　　－　　7斗　　7ら　　　．

hiEI5HT　　　　　　　5己　　　　．　　　5已　　　　．　　　55　　　52　　　49　　　5己　　　50　　　49　　　　．

　　宮芯戸1　　　　14〔1　　．　己⑪己　　　．　194　1宕3　1蓉0　己⑪0　2〔唱　　154　　　．

　　　　　　　　　　　．　　　HO　ITE囲
　　　　　　　　　　　一　　　　　H口T　E＞くR門INE田

図4．　直接編成データセットをアクセスした場合

4．考　　察

　3．で示したように，直接編成のデータセットを使用する事は，アクセス時間が短縮されるという長

所がある・しかし，逆に，キーを含んだり，ランダムに記憶域に配置されることから，記憶領域が増

大するという短所もある．同様に，順編成データセットと比較し，長所，短所をあげ表1に示す．

長　　　　　　　　所 短　　　　　　　所

01度のアクセスで欲しいレ ・キーの扱いなど，特異なの

直接編成 コードが，検索できる． で扱いにくい．

データセット oファイルの更新，挿入が， ・外部記憶域が，大きくなる．

容易にできる．

。プログラム経験の少ない人 ・入力の際，欲しいレコード

にも扱いやすい． を検索するためにアクセス
順編成

。外部記憶域が比較的少なく 回数が，かさむ．
データセット

て済む． 。ファイルの更新はできるが，

挿入は困難である．

表1．PL／1における直接編成データセットと順編成データセットの比較

襯大誉慧管聯クー広報　　　一244一
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5．　おわりに

　OSW／F4　P1／1の直接編成データセットREGIONAL（2）の作成法とアクセス法を試用し，一応の

成果が得られた・筆者もまだ経験不十分であるが，これを機に，同様に多量のデータの検索を行なっ

ている方々の参考になれれば，幸いである．おわりに，有益な助言や御協力をいただいた九州大学大型

計算機センターの鬼塚さん他，研究開発部の方々に深く感謝の意を表する．
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